
確かな学びと豊かな心･健やかな体をはぐくむ 学校力向上プラン【学校評価書】 
堺市立光竜寺小学校 
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大
項
目 

中
項
目 

具体目標 
具体的な取組 

（●重点とする取組、★中学校区での取組） 

判断基準 

(評価のものさし) 
評価方法 評価時期 

進捗確認 
（９月） 

達成状況（年度末） 

自己評価 学校関係者評価 

確
か
な
学
び 

基
礎
基
本
の
定
着 

自律的に学ぶ力を育成する。 

文章や資料から読み取ったことをもとに，自分で

考えたことを言葉で表現する力を高める。 

肯定的評価８０％を上回っている。 

「ふり返りなど，ノートに自分の考えを書

くことができた。」 

振り返りアンケート 毎学期 

   

 

 

 
★自主学習ノートを取り入れ学習習慣の定着を

図る。 

肯定的評価８０％を上回っている。 

「週に一回以上自主学習に取組むことがで

きた。（1年生は「毎日宿題をした」） 

振り返りアンケート 毎学期 

    

●漢字ミニテストの実施および児童用ＰＣの活

用などで，既習漢字の定着を図る。 

肯定的評価８０％を上回っている。 

「ミニテストやＰＣを活用して漢字（ひら

がな・カタカナ）を覚えることができた。」 

振り返りアンケート 毎学期 

   

 

 

 
授
業
改
善 

読解力の向上をめざす。 

校内で物語文・説明文の読み方の系統を確認し，

読む力の育成を図る。 

全国学力・学習状況調査の評価区分「読む

こと」で堺市平均を上回る。 

全国学力・学習状況調査 ２学期 
    

●全教職員が公開授業を行い，読解力を視点に授

業づくり・研修と検討を行うことで，授業力の向

上をめざす。 

全教職員が公開授業を実施している。 実践報告 年度末 

    

豊
か
な
心･

健
や
か
な
体 

心
の
教
育
の
充
実 

人権尊重を基盤とした教育を

充実させ、豊かな人権感覚の育

成を図る。 

「いいところ見つけ」のさまざま活動を通して、 

 自尊感情を醸成する。 

自分の「いいところ（もちあじ）」をかける

児童（肯定的）が８０％以上 

振り返りアンケート 毎学期 

   

 

 

 

●安心ルールを各教室で定め，安心して暮らせる

環境づくりを通していじめの未然防止に取組む。 

「いじめは決して許されない」で肯定的評

価９５％以上。 

生活アンケート 

実践報告 

毎学期 

    

人権にかかわる授業の質的変換を図り、学校教育

全体を通じて人権感覚の充実を図る。 

・授業参観において人権に関わる公開授業

を全学級で実施する。 

・「いのちの授業」各学年実施 

実践報告 

人権通信の発行 

アンケート 

（児童・保護者） 

年度末 

    

健
康
な
身
体
を
育
成 

運動に親しむ環境を整え，体力

の向上と健康の維持を図る。 

児童が自らの健康について考える力を育成し、規

則正しい生活習慣を定着させる。 

「９～１０時間睡眠」で肯定評価７０％以

上 

元気アップ週間 毎学期 

   

 

 

 
●体育の授業に加え，学校全体での取組などを通

して，運動への意欲を高める。 

（かけ足・短なわ・大なわ） 

「運動することが好きだ」で肯定評価７

０％以上 

振り返りアンケート 毎学期 

    

地
域
協
働 

信
頼
さ
れ
る
学
校 

学校情報の積極的な発信を行

うとともに，地域とともに歩む

チーム学校づくりを進める。 

●学校ホームページ，校報等を活用し，教育活動

の現状と成果の発信に努める 

学校教育アンケート「わかりやすい広報」

で９０％以上 

学校教育アンケート 年度末 

   

 

 

 
◇地域人材を積極的に活用し、ＰＴＡ・地域と協

力体制づくりをすすめる 

ＰＴＡ・地域（自治会・老人会）に学校行

事に参画していただく 

実践報告 年度末 

    

「確かな学び」の現状 

 本校の児童は、各種調査において、①基礎的な内容の定着、②知識や技能を日常生活や学習に活用できる力に課題が見受

けられる。学習した内容の定着を図るには、持続的な工夫が求められる。同時に、学力の二極化も踏まえながら充分な指導

を行い、家庭と連携することで、基本的な学習習慣の確立をめざす。 

 また、特に読む力に課題が見られるため、読解力の向上および語彙の獲得をめざした、全教職員による授業改善が必要で

ある。 

 

              

「豊かな心・健やかな体」の現状 

小規模校で、全学年単学級のため、お互いのことをよく知り仲よく過ごせる反面、人間関係の広がりに課題が見受けられ

る。自尊感情に課題のある児童も少なくもない。そこで、自尊感情を育むために、人権尊重を基盤とした教育を充実させ、

豊かな人権感覚の育成を図ることが求められる。また、生涯にわたって健康に過ごす身体づくりのため、学校教育活動全体

を通して体力づくりの充実に努めている。しかし、元気アップ週間の取組の結果より、規則正しい生活習慣の確立には課題

がみられることから、児童が自らの健康について考える力を育成し、規則正しい生活習慣を定着させる必要がある。 

                 

令和８年度 重点目標  

     ① 学びに向かう力を育成する （ 読み解く力の育成・基礎的・基本的学力の定着）   ② 豊かな人権感覚を育成する （ 自尊感情の醸成・人権にかかわる授業改善） 

     ③ 体力向上と健康維持を図る （ 運動意欲の醸成・生活習慣の振り返りと改善） 

校長より（年度末） 

中学校区におけるめざすこども像 

     「主体的に学び続ける子」 

学校関係者評価者から（年度末） 


